
２．評価結果の総括表 

新規事業採択時評価結果（平成２０年度新規事業化箇所） 
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事業評価結果 
 

担 当 課：道路局国道・防災課 

担当課長名：下保 修      

総費用 ５９億円 総便益 １８０億円 基準年  

Ｂ／Ｃ ３．０ 
事業費： ４９億円 

維持管理費： １１億円 

走行時間短縮便益：１６０億円 

走行経費減少便益： １７億円 

交通事故減少便益：３.７億円 

平成19年 

交通量変動 B/C= 3.4 （交通量  +10％） B/C= 2.8 （交通量  -10％） 

事業費変動 B/C= 2.8 （事業費  +10％） B/C= 3.3 （事業費  -10％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C= 3.0 （事業期間 +20％） B/C= 3.1 （事業期間  -20％） 
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概要

般国

て重
ｋｍのバイパス事業であり､事業中区間の一部は、平成17年度に暫定2車線供用（2.0km）し、残区間（1.0

については、平成19年度に供用予定である。また、周辺道路として、塩崎バイパスが平成21年度に供用予

ある。坂城更埴バイパス（延伸）は、供用中区間終点部から塩崎バイパス（H21供用予定）までの一般国道

号のバイパス事業である。 

の目的、必要性  

般国道18号および周辺道路における交通混雑の緩和、事故の減少、生活環境の改善を図るとともに沿線地

開発と発展等の支援を目的としている。また、救急医療施設へのアクセス性が向上し、住民生活を支援す

のである。 

事業費  ６９億円（2/4車線） 計画交通量 18,100台／日 

概要図        

 
凡  例 

 供用中 

 事業中 

 平成20年度 

新規事業化 
 調査中 

する地方公共団体等の意見  

国道上田篠ノ井間早期建設促進期成同盟会」が設立され、平成3年より毎年要望活動を実施しており、坂城

バイパス延伸区間を優先区間として、早期事業化を強く期待している。 

採択の前提条件  

用対便益 ：便益が費用を上回っている 

続きの完了：都市計画決定済（Ｓ６０．１２） 

県内における渋滞損失時間が高い区間（上位１割）の渋滞緩和が見込まれる。 

渋滞対策 ◎ 

【渋滞損失時間の改善】約553万人時／年 ⇒ 約532万人時／年 

【1kmあたり渋滞損失時間】約17万人時／年 

長野県※平均：約１．８万人時／年km（約９．４倍） 

全国平均  ：約２．０万人時／年km（約８．５倍） 

【渋滞度曲線】長野県※内センサス区間の上位１割に含まれる（38/769 センサス番号1016）
※長野国道事務所管内の調査路線を対象

県内における死傷事故率が高い区間（上位１割）の事故の減少が見込まれる。 

事故対策 ◎ 
【死傷事故率】約377件／億台キロ(現況)(死傷事故率比(県内平均比)2.8(現況)） 

長野県平均：約134件／億台キロ［交差点部］（約 2.8倍） 

全国平均 ：約120件／億台キロ（約 3.1倍） 

【事故率曲線】長野県内区間の上位１割に含まれる（ 1,295 / 17,652 ITARDA区間 ） 

 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 ○ 幅の広い歩道が整備され、良好な歩行空間が確保される。 

住民生活 ◎
長野赤十字上山田病院が救急医療を休止し、救急搬送が広域化。救急病院へのアクセス性向

上を図り、救急医療活動を支援（千曲市八幡～篠ノ井総合病院：21分→14分）。 

地域経済 ○ 県内有数の温泉地へのアクセス向上。 

災 害 － 注目すべき影響はない。 

環 境 ○
CO2、NOX、SPM排出量の削減。 

（CO2削減量：約650t-CO2/年、NOX削減量：約2t／年、SPM削減量：約0.3t／年） 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 － 注目すべき影響はない。 

事業実施環境 ○

坂城更埴バイパスは、一般国道18号等の交通混雑の緩和、事故の減少、生活環境の

改善および沿線地域の開発と発展や住民生活を支援する道路として位置づけられて

おり、地元より強く望まれている道路であるため、円滑に事業を推進できる。 

 

採択の理由 
 費用対便益比が３．０と便益が費用を上回っているとともに、都市計画が完了していることから、事業採択の

前提条件が確認できる。 

 また、当該事業箇所の現道における渋滞損失時間の改善及び死傷事故率の減少が見込まれるなど、当該事業の

整備の必要性・効果は高いと判断できる。 

 以上より、本事業を採択した。 
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新規事業化区間 

L=2.6km 

H17 暫定供用済 
L=2.0km 

H19 供用予定 
L=1.0km 力石バイバス 

H21 供用予定 
L=1.8km 

坂城更埴バイバス L=19.2km （都市計画決定 S60） 

事業中区間 L=3.0km 
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杭瀬下
く い せ け

交差点

H17 23,631 台/日 
混雑度 1.56 

H17 28,229 台/日 
混雑度 1.86 

H17 39,634 台/日 
混雑度 0.96

塩崎バイバス 
Ｈ21 供用予定 
L=2.9km 

下塩尻打沢

粟佐 

上河原 田町 

坂城 IC 入口

  ※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの 


